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報告第1号教育長行政報告 承認

報告第2号奈井江町立学校関係者評価報告書について 承認

会議に付した 議案第1号
奈井江町教育委員会事務局処務規則の一部を
改正する規則

可決

議 事 案 件 議案第2号
奈井江町招致外国青年任用規則の一部を改正
する規則

可決

議案第3号奈井江町高校交通費等助成金交付要綱 可決

議案第4号
奈井江町教育委員会障がい者活躍推進計画の
改定について

可決
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令和 7年第３回奈井江町教育委員会議事録 

 １.開会  13:45 

遠藤局長 学校管理職等懇談会に引き続き教育委員会を開催させていただきます。初

めに教育長の挨拶、その後引き続き進行をお願いいたします。 

相澤教育長 引き続きどうぞよろしくお願いします。 

新年度の教育行政執行方針で令和の日本型学校教育の実現を目指して本気

で取り組むというふうに述べたところであります。また２月、３月と、道教委

さん主催の令和の日本型教育の実現に向けた特別研修会ということで、同じ

タイトルになりますが、研修会がありまして、埼玉県戸田市の教育長さんと、

それからまた後日はアドバイザーを務めている元校長先生のそれぞれ講演会

を聴講してきたところであります。そこでたくさん気づきがありまして、新年

度に向けて学校も教育委員会も、子どもたちのために成長していかなければ

ならないというふうに強く思っています。まずは小中の学校長を呼んで GIGA

と校務 DXの推進を改めて依頼をしたところであります。これは校務の効率化

はもちろんですけど、子どもたちに対する授業が個別最適でとか、クラス全員

の参加型の授業をということの推進を目指して欲しいということで、紙の本

とかノートも捨てるわけではないのですけれども、今私が言ったようなこと

を推進するためのツールとして、IT を使い倒していく教育に変わってもらう

ように強く要請をしたところです。このため、先進事例の視察にも参加をして

おりますが、この際に予算措置したのが、校長２人と教員が４人、なので小中

２人ずつそれと教育委員会としたところで、一見すると贅沢な予算措置には

なっておりますが、やはり学校の職場でできた人が１人だけだとなかなか成

果が発揮できないというふうに思いましたし、校長先生にもしっかりと見て

いただいた上でリーダーシップをとって欲しいというふうな思いから、町長

にお願いをして、ちょっと贅沢な予算措置を受け入れていただいたところで

す。校長には使っているタブレットのメーカーだとか、アプリとかはもしかし

たら先進地と違いがあるかもしれませんが、それぞれ奈井江町で使ってる

iPad だったりとか、アプリケーションであったりとか、似た機能は当然ある

はずで、どんな機能を持つアプリを使って授業の形態はどうやっているのか、

そして校内 DX もということで、しっかりと取り組んで欲しいと伝えたところ

です。それともう１点が、今年の夏の朝活でプログラミング教室を行いたいと

いうふうに思っております。過日栗山町の教育長と懇談した際に、栗山の中学

生は、進学するときに、普通科よりも専科の高校に行く比率が多いということ

で聞いております。農業であったり商業であったり、工業といった高校かと思

いますけれども、その比率が多くなったというふうに聞いております。町とし

て１人１人の子どもたちに将来を見据えた成長を促しているからだというふ

うに私なりに考えております。子どもの人生は、小中だけで終わらなくて、高

校大学に行く子もいるとしたときに、９年だけではなくて、12 年とか 16年の

間に、そしてその先に社会人として成長していくということになればですか

ら、例えばプログラミングと言いましたけれども、地元の大きな企業として北 
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相澤教育長 海道住電さんなどがあって、住電さんは自社の製品を自分たちでプログラミ

ングをして製品の製造にあたっているとの話をいろいろ聞いております。例

えば、奈井江で成長した子どもたちが、地元に残って働けることも視野に入れ

た形という中でのプログラミングの必要性というふうな理解の中で進めてい

きたいと考えております。全員が専科にということではなくて、可能性とか、

持っているスキルを伸ばしたいとか、地元に残るためといった考えからです。 

最後ですが、HBC の日曜劇場で放送しておりました主人公が高校教師の「御

上先生」という番組がありましたけれども、その番組の中で何度も何度も先生

が生徒たちに対して「考えて」と語りかける内容だったのですが、そのセリフ

の元になったりだとか、ドラマの監修にも携わってきた工藤勇一さんという

元校長先生が井上主幹と繋がり、来年度 Zoom という形なのですが、３回にわ

たっての講演をしてもらえることになっております。教員向けの講演にはな

りますけれども、１回目は町民や保護者の方にも対象となるお話ということ

で依頼をしておりまして、これから４月以降、開催をしていく教育ビジョン検

討委員だとか、CS の委員さんなどにも視てもらいたいというふうに思ってお

りますし、皆さんにもぜひ視てもらえたらなというふうに思っております。 

それでは次第３番、前回の会議録の承認です。説明をお願いします 

井上主幹 ３．前回（令和７年２月 26 日）会議録説明 

相澤教育長 皆さんから何かございますか。 

委員 ありません 

相澤教育長 承認といたします。 

相澤教育長 ４．報告 報告第１号 教育長行政報告 

１ページをご覧ください。 

まず下の方になりますが、３月 15 日文化ホールで海援隊さんのトーク＆ラ

イブを行っております。町外からもお客さんをたくさん迎えて稼げるホール

になっていこうということで、入場料の高めの設定にして町外からも迎えた

いというような PR をさせていただきながら開催をしたところですが、お蔭様

で満員ということで盛会の中に終わることができております。 

ちょっと戻っていただいて、３月４日の一番下のところです。第２回目の文

化ホール事業運営委員会を開催しております。令和７年度に取り組む事業に

ついて、ここでご議論いただいております。 

３月 19 日。これ２回目のほうですけれども令和の日本型教育の実現に向け

た特別研修会ということで参加をしております。オンラインということで、こ

っちでオンラインで視聴している職員もいるのですが、私は２月も３月も札

幌で現地に行ってお話を聴かせていただいて、その折に講師の方とか、それか

ら道教委の幹部の方ともちょっといろいろお話をさせていいただいてです

ね、そこでお話したことも含めてこれから教育行政の中で役立てていきたい

というふうに思っているところであります。その一旦については今日最後の

その他のところで説明させていただきたいと思っています。 

相澤教育長 以上、行政報告になります。 

相澤教育長 みなさんから何かございますか。 
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委員 ありません。 

相澤教育長 それでは、報告済みといたします。 

相澤教育長 それでは、報告第２号「奈井江町立学校関係者評価報告書について」、事務

局より説明をお願いします。 

遠藤局長 報告第２号「奈井江町立学校関係者評価報告書について」 

説明 

相澤教育長 何かご質問ございますか。 

特に問題はなかったとのことであります。 

委員 ありません。 

相澤教育長 それでは、報告第２号も報告済みといたします。 

相澤教育長 それでは、次第５番「議事」に入ります。 

議案第１号「奈井江町教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則に

ついて」説明をお願いします。 

遠藤局長 ５．議事 

議案第１号「奈井江町教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則に

ついて」 

説明 

相澤教育長 何か質問ございますか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 議案第１号は可決といたします。 

相澤教育長 それでは、議案第２号「奈井江町招致外国青年任用規則の一部を改正する規

則」、事務局より説明をお願いします。 

遠藤局長 議案第２号「奈井江町招致外国青年任用規則の一部を改正する規則につい

て」 

説明 

相澤教育長 何か質問ございますか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 議案第２号は、可決といたします。 

相澤教育長 それでは、議案第３号「奈井江町高校等交通費等助成金交付要綱」、事務局

より説明をお願いします。 

遠藤局長 議案第３号「奈奈井江町高校等交通費等助成金交付要綱」 

説明 

相澤教育長 何か質問ございますか。 

三原委員 周知方法で、i-BOX とかホームページはわかるのですが、高校へのポスター

掲示というのはどういうことですか。 

遠藤局長 より多くの目に触れて欲しいというところから、学校に依頼をし、奈井江町

ではこういった取り組みをしているのでということでの周知の手段として、

奈井江町の子どもたちが進学している高校に依頼し、ポスター掲示を考えて

おります。 

三原委員 他の自治体の生徒にしたら、うちの町はしていないと思うかもしれません

が、それはそれということですね。 
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遠藤局長 はい。PR をしたいのでそのように思っています。ただ同じような取り組み

をしている近隣自治体もあるので、生徒たちはそのようには思わないかもし

れません。 

三原委員 同じようなことを近隣もしているのですか。 

遠藤局長 赤平、新十津川、芦別、浦臼、やり方はそれぞれ違いますが取り組んでいま

す 

遠藤局長 あと、補足なのですが、先ほどの高校という表現をいたしましたが、高校等

となっていて、ここは高校３年間というがほぼほぼ多いとは思うのですが、例

えば高専や美唄聖華さんのように５年間の高校もありますので、こういった

専門の方向に行く子どもたちにも対しても、保護者に対する進学支援という

姿勢で言うと、そのまま在学期間丸々５年間を支援していく考えでおります。 

相澤教育長 その他ご質問ありますか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 このような形で周知して取り組んでいこうと思います。 

相澤教育長 それでは、議案第４号「奈井江町教育委員会障がい者活躍推進計画の改定に

ついて」説明をお願いします。 

遠藤局長 議案第４号「奈井江町教育委員会障がい者活躍推進計画の改定について」 

説明 

相澤教育長 質問等ございますか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 それでは次第６番「その他」について、事務局より説明をお願いします。 

事務局 ６．その他 

〇教育委員会資料 

資料６～資料 10説明～井上主幹 

〇連絡事項 

・教育支援係分～井上主幹説明 

・文化振興係分～高田主幹説明 

 〇４月４日（目）午後５時 30 分～教職員管理職等歓迎会 お富さん 

   三原委員、山本委員出席 

〇次回開催 令和７年４月 23 日（水）午後１時～ 

 ※令和 7年度 定例開催を水曜日⇒木曜日に変更 

すでに学校や町長等と日程調整済みの会議については、水曜日のままで

いく。 

相澤教育長 説明がありましたが、何かございますか。 

三原委員 教育ビジョンの資料ですが、改めてみると、本当にこの前期だけでもこれだ

け新しい事業を展開してきているのだと思うと素晴らしいと思います。こん

なに動きのある組織は民間でもないのではと思いました。 

あと、中学校の卒業生進路ですが、みなさん第 1志望に合格されたのでしょ

うか。 

井上主幹 みなさん第 1志望の学校に合格されています。 

三原委員 それはよかったです。」 
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相澤教育長 その他ございませんか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 それでは、私から 1点。冒頭でも少し触れましたが、先生たちも変わっても

らいたいことで校長先生にもお話をさせていただいておりますが、先生たち

に変わってもらうためには、教育委員会も変わっていかなければならないと

いうふうに考えております。現状の教育委員会の会議は、事務局が用意した議

題を追認するという形式ですが、活発な委員会は教育委員自らが議題を提案

して、相互に議論していくというようなことをやっているそうです。で、これ

から私が提案したいのが、定例会ごとに教育委員の皆さんからテーマを出し

ていただいて、認定議論をしていきたいなというふうに思っております教育

委員の皆さんからテーマを出していただいて、議論をしていきたいなという

ふうに思っています。その内容は必ずしも学校教育だけにとどまらず、社会教

育や社会体育などが含まれるんですが、他の市町では、やはり学校教育関連が

多い様子です。後ほど私が研修を受けてきた埼玉県戸田市の令和 6 年の一覧

表をお配りしたいと思いますが、新たに取り組もうと思っているのは、教育委

員会は先生たちに対立するようなものではなくて、伴走型で、あるいは少しガ

ソリンを加えるようなものとして議論をしてみたいなというふうに思ってお

ります。実は先日、三原職務代理にはちょっと来ていただいて、話し合いの場

を持ったのですけれども、快諾をしてもらったところです。具体的にどうやっ

ていくかということもちょっとお話しますと、6月から意見交換というか勉強

会というか、議論を始めたいなというふうに思って、5月の定例教育委員会の

時にまず三原さんの方からテーマを出してもらって、約 1 ヶ月あるかと思い

ますけれども 6 月に議論をする。その約 1 ヶ月ぐらいの間に、それぞれ教育

委員の皆さんには、独自に勉強してもらったり、考えてもらったりということ

をお願いしたいと思います。また、事務局には委員さんから求められた資料な

どについて当日までというか可能であれば、議案と一緒に送付できたらと思

っておりますので、必要があれば要望していただければと思います。また必要

があれば、学校長にも現場はこうなっているんだよ、ということをお話しても

らう場面も出てくるかと思うので、それについての対応も両校長にはお願い

をし、了解をしていただいてもらっています。本日初めてお話をしましたの

で、実際にどんなことなのかな、ということもあるかと思いますので、当面は

勉強会みたいなイメージで意見交換をしてもらって、成果みたいなものは出

ても出なくてもいいのかなというふうに思っております。やり方として、6月

のテーマを５月に三原さんに出してもらおうと思っていますので、それ以降

は、順番を決めさせていただきましたので、三原さん、矢萩さん、塩田さん、

山本さんの順でテーマを考えていただけたらと思います。埼玉県戸田市さん

の場合は教育委員提案議題ということで、教育委員会の中でやっているので、

オープンな形で議事録にも残るということがあるのですが、しばらくの間は

勉強を兼ねて、ということで、やり方に慣れようかなということもあるので、

一旦教育委員会の会議としては閉じた後、議事録も取らず、言葉を選ばない

で、ざっくばらんに話し合いができたらいいかなというふうに思います。そし 
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相澤教育長 て、戸田市さんの議題が本日配付した資料ですが、戸田市はもうずっとやって

いるので、すごいなっというようなタイトルが並んでいますけど、奈井江町教

育委員会は初めて新年度から取り組むので、不思議だなとか、身近なものとか

から発想されてもいいと思っています。議論が高まれば時間を長くしてもよ

いとは思いますが、最初は、概ね長くても 30分以内とするような形でと考え

ていますので、よろしくお願いします。 

矢萩委員  テーマは毎月変わるということですね。 

相澤教育長  はい。そういうことです。テーマも個別事案ということではなく、あくまで

も政策的なことということですね。みんなで勉強するというイメージです。 

矢萩委員 わかりました。 

三原委員 それでは、少し早いですが 6月のテーマを発表してもいいですか。僕は「集

落支援員制度」について勉強したいです。みなさん知っていますか。 

矢萩委員 協力隊とは違うのですか。 

三原委員 違うのです。 

井上主幹 集落支援員制度は、地域の課題を解決する支援を行う方を町が集落支援員

として委嘱し、その活動にかかる経費を特別交付税で措置してくれる制度で

す。来年度から町としても集落支援員制度を活用して人材雇用することとし

ていて、ななかま上野くんもその制度を活用して令和 7年度は雇用します。今

後、ここ数年活発化してきている子ども会育成連絡協議会の活動も、こういっ

た制度を活用して、持続可能な組織として運営ができないか、検討していけれ

ばとも思っています。 

事務局からの資料としては、一旦、総務省のホームページなど、参考になり

そうな資料を早めに提供させていただきます。それで、まだわからないとか、

違う資料をということであれば、連絡をください。 

相澤教育長 それでは、まずそのようなことで、よろしくお願いいたします。 

みなさんからその他、何か質問等ございますか。 

委員 ありません。 

相澤教育長 それでは以上で、第３回教育委員会を終了いたします。 

お疲れ様でした。 

 ７．閉会 14：38 

 


